
【取組内容】 学習者主体の授業デザインを構築するための「授業構想シート」の作成と実践、共有

武雄市立武雄中学校（佐賀県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

このシートで、学習者の行動や対
象を具体的にし、端末・クラウド
の活用場面や方法を明確化させ、
授業者が学習者の行動を引き出す
ためにどのように支援するかを具
体的にイメージすることをねらっ
た。ただし、自己決定、自己調整、
能動的協働の３つの場面は相乗し
合うものと考え、時間軸を表すも
のではない。

指導者が目指す授業の方向性が明
確になり、共通した視点で授業を作る
ことができるようになった。

【目的】
・授業者が「自己決定」「能動的な協働」「自己調整」の各場面で必要な支援を具体的にイメージし、準備
できるようになること

・授業の前後で自己点検を行い、新しい授業観に基づく授業になっているかを確認すること
・作成したシートを校内で共有し、異教科間でも共通の視点をもって授業研究を深められるようにすること

表 授業構想シート例（英語科）
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